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図２ 時代潮流への適応 
 
「原型」固守 「原型」放棄 
 
（出所）筆者作成。 
 
工業化・近代化を推し進め、2020年には工業国となることを目指すベトナムは、変化のただ中
にある。この方向性は世界の趨勢に沿ったものである。この文脈において、ベトナムは益々成長
していくに違いない。ベトナムの人達は、取り巻く環境を含む自身が持つさまざまな条件に基づ
き、取り巻く潮流下、変わりゆく生活環境下において、自らの生活の形を「選択」している。会
う機会をいただいた少数民族の人達から、それを目に見える形で教えられた。 
「何かを得れば何かを失う」とベトナム戦争時に従軍記者として活躍した開高健さんが述べて
いたことを、筆者はよく思い出す。たとえそうだとしても、ベトナムの人達には積極的な意味で、
自身にとって大切なもの、失いたくないものを守りながら、未来を切り開いてほしい。 
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